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[はじめ に]
G P S測地 の精度 を制限 して い る最 も重要 な要素の 一 つ が, 水蒸気の 水平分布の 非
一 様性と され て いる . 特に 水平規模が数kmから数十kmの 水平変動が大きく寄与して い
ると考えられる . こ の 規模の 水平方 向の非均 一 性をもた らす気象要因 に は様 々 なもの
が考えられ るが, なかで も海陸風や山谷風に よ る水蒸気の 水 平輸送は, 比較的静穏な
気象条件で は恒常的に 卓越するため, G P S測地の 観点か らはとく に重要 であると思
われる .
[これ まで に明 らか に な っ た こ と]
Kim u r a a nd Ku wagata (1 995)に よれ ば, 静穏 日の 局地循 環 に よ っ て 水蒸気は平地から山
岳地帯に輸送され , 晩熟は これ と逆 に輸送される こ と, その 輸送量 は山岳 の 水平規模が
10 0km程度の ときに最 も大き い こ とが示 され て い る . 地 形 や 地表 面の 熟特性の 分布 初期
の 温度場な どに簡単な条件を仮定 して , 2次元 モ デル に よ る数値実験に より地表面から大
気に伝わる顕熟 ･ 潜熱と風 によ る熟 ･ 水 蒸気輸送を計算 し, その性質を調 べ た ･ 山頂部の
気柱積算水蒸気量(可降水量)の 日変化を, 地 形の水平規模毎に計算 して み ると第1 図のよ
う にな る. 谷の 水平規模が1 00km程度の と きに 日較差が最も大きく, また夕方 に最 大値を
とる. 地形 の 水平規模が こ れ より小 さ いと, 水蒸気の蓄積は急速であり, 'E] の出艶 比較
的短時間 に 多くの 水蒸気量が蓄積される. しか し, す ぐに ほとん ど平衡 状態 また は漸減す
るように な る. 逆 に水平規模が こ れ より大 きすぎると水蒸気の蓄積速度が遅く, 夕方の斜
面上 昇風が弱まる時刻に な っ て も蓄積量は少ない . これ らの 数値実験で 予想される性質は
中部地方 の ア メ ダス局の 日 照時間の デ ー タ に よ っ て 間接的 にで はあ るが確認され て い る(
木村, 1 994) .
関東北部の 山岳地帯は水平規模が100km程度であり, 局地循環に よ る顕著 な水蒸気の 日
変化が観測されると期待される. 岩崎(1 995)に よれ ば, 1 994年7, 8月 の レ
ー ダ ー に よ っ て
観測され た関東地方の 降水頻度は, 北関東の 山岳地域 と中部山岳地域 で顕著に高く, 上記
した局地 循環に よ る水蒸気輸送が夏 の降水頻度分布にも大 きな影響を及ぼ して い るこ と を
示 して い る . 2 園は約 7分 ごとの レ ⊥ ダ親測 に よ つ て 得 られ た, 気圧配置 が夏型の約
1 0 0日 間 に おける牛後 3時の降水頻度分布を示す . 降水凍鹿と地形との 関係が 明瞭であ
a.
晴天静穏時 の大気下 層に お ける水蒸気輸送とそれ によ る可降水量 の 日変化を調 べ るため,
1 995年7月24日か ら2 9日 まで の6日間, 関東地方の3地点丸乳 前橋, つ くば に おい て オメ
ガゾンデに よる観測を行 っ た . その結果 , 山岳域と平 野域とで水蒸気量の 日変化に 顕著な
違い が み られ た . 山岳域の 丸 沼で は局地循環によ る水蒸気 の 日変化は高度4500mまで 及び,
午前中から夕方に か けて可降水量が増加する , 一 方で前嵐 つ くば で は午前中に急減し,
その 後次矧 こ回復し日額以降も増加 し続ける .
[ 今後の 研究計画]
東日本大学グル ー プで は日光から茨城県北部に か けて の 地域 , 奥秩父か ら相模湾にか け
て の地軌 および日本海沿岸の高田 平野の 3 地域に お いて , 3 年の 研究期間 の間 に G PS
受信機を高密度に展開し, ラ ジオゾンデに串る上層気象観測, ラジオメ
ー タ , ドッ プラ ー
ソ ー ダ ー , 境界 層 レ ー ダな どの リ モ ー トセ ン サ ー との 同時観測を行う ･
現地観測と並行 して G P Sの 既存デ ー タ, 気象庁の ア メダス , レ
ー ダ, 高層気象デ ー タ
および各種の衛星デ ー タの 収集と解析を実施する. また数値モ デル に よる シ ミ ュ レ
ー シ ョ
ンを実施 し, 局地循環に よる水蒸気輸送の性質を探るととも に , 水蒸気の 非
一 様性 を予測
するための数値モデル と して , どの ような性能が必要であるか検討する ･
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1 図 簡単な地形を償定 したと きの 山頂の 鉛直積算水蒸気丑
(右の縦軸 に可降水量換算) の 時間変化
入 は山岳の水平規模
†Irm/s] 2 50(p l)c ollLo u r 140
2 園 : 気圧配置が夏型 の約
1 00 日 間に おけ る午後 8
時の降水頻度分布 (レ ー ダ
に よる親測値) , ･色の 濃い
とこ ろほ ど雨が降りやすい .
日 変化が顕著で 地 形との関
係も明瞭で, 山岳地帯で 夕
方 の降水頻度が高い . 数値
モ デル との比較などに より
局地風 に よる水蒸気の輸送
の影響と推定され て い る.
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